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ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｹﾞｰﾑに関する調査

新妻俊栄

１調査目的

当校では、高い経営能力を養う実践教育を行うた

め、様々なカリキュラムが組まれているが、経営管

理の実践的機会は少ない。

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｹﾞｰﾑは、経営管理能力を養う実践教育の

一つである。そこで、ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｹﾞｰﾑに関して調査し、

活用方法についても併せて検討した。

２調査月日及び場所

平成 年 月 ･ 日 品川区立総合体育館12 11 23 24
平成 年７月 日 愛知県立農業大学校 他13 24

３調査内容及び調査結果

(１)ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｹﾞｰﾑとは

会社等の経営をモデル化したｼﾐｭﾚｰｼｮﾝｹﾞｰﾑ。

ビジネスゲームとも言われる。

(２)調査の対象

ア、ＦＭＧ（愛知県農業総合試験場）

イ、ＭＧ（西研究所）

ウ、ビジネスゲーム（福島大学）

(３)ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｹﾞｰﾑの比較

＜共通事項＞

・仮想の会社等を設立･経営･決算･分析する。

・指導者(ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ)は、会計知識が必要。

＜ 特 徴 ＞･･･表参照

ア、ＦＭＧ

農業経営のﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｹﾞｰﾑ。各経営計画に基づき、

日常業務的なｼﾐｭﾚｰｼｮﾝを行う。経営資源は固定的。

による記帳･決算･分析のため取組み易い。PC
イ、ＭＧ

経営環境や収支条件が随時変動するため、総合

的な判断が求められる。経営資源の選択肢は豊富。

自ら記帳～分析迄行い経営力と計数力を向上させる。

ウ、ビジネスゲーム

ｸﾞﾙｰﾌﾟ討議により、意思決定における経営分析

の重要性を学ぶ。経営資源の選択肢は豊富。

毎期、財務諸表を作成することで理解を深める。

４調査結果の利活用法

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｹﾞｰﾑは、当校においても経営演習等での

活用が可能であり、以下のような目的別の使い分け

が、より教育効果を高めると考えられる。

(１)経営管理手法を効率的に伝達する場合

ＰＣ利用の場合、比較的短時間に伝達可能。

(２)財務諸表の理解を深める場合

経営ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝから財務諸表を自作させるもの。

(３)経営分析力を高める場合

指導法による面が大きい。ｸﾞﾙｰﾌﾟ形式も有効。

(４)意思決定力をつける場合

変動的な要素の多いものが望ましい。

５利活用法をはかる上での問題点

(１)指導者（インストラクター）の確保

(２)予算上の問題

(３)システム上の問題

表　ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｹﾞｰﾑの比較
項　目 ＦＭＧ ＭＧ ビジネスゲーム

形 教材 ソフトウェア ゲームボード 一部ソフトウェア
業種 農業 製造業 製造業

態 研修人数 １名／経営体 １名／経営体 複数／経営体
研修期間 1～1.5日 2日 0.5～2日

（1期×3回前後） (5期） (10期前後）

経 市場規模 限度なし 限度あり 限度あり
営 市場変動 － あり あり
環 (他社経営が影響する) (指導者側が設定)

境 他社比較 期末に可 常時可 期末に可

経 経営計画 作付計画等 STRAC等 販売計画等
営 記帳 ＰＣ入力 手作業 －
管 決算 ＰＣ出力 手作業 ＰＣ入力等
理 分析 ＰＣ出力 手作業 ｸﾞﾙｰﾌﾟ討議

(STRACによる)

経 新規雇用 可(ﾊﾟｰﾄのみ) 可 可
営 設備投資 不可 可 可
資 資金調達 一部可 可 可
源
収 販売代金 現金 現金 売掛金
益 〃　単価 市場価格 競争入札 自由
条 〃　数量 全量売上 落札数量 他社販売が影響

件 付加価値 － 試験研究費による －

費 仕入代金 現金・預金 現金 現金
用 〃　単価 一定 変動 変動
条 〃　数量 制限なし 市場により制限 規模により制限
件 その他 － 試験研究費等あり 広告宣伝費あり



６参考資料（作成例）

(１)経営計画上のシート

ア、ＦＭＧ

上の画面。ここでは作付計画を設定する。PC
他に基本方針と家族協定シートがある。

イ、ＭＧ

コスト構造を分析し、販売計画等を練る。

とは損益分岐点分析に似た分析手法。STRAC

ウ、ビジネスゲーム

各班は、意思決定ｼｰﾄにより、経営計画を立てる。

指導者は、この計画から販売実績を算出する。

(２)決算上のシート

ア、ＦＭＧ

日常業務のｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ終了後、一般的な財務諸表

がﾌﾟﾘﾝﾀ出力される。

イ、ＭＧ

生産販売等の記帳終了後、特殊な会計表により

財務情報を一枚にまとめていく。

一般的な財務諸表を用いている事例もある。

ウ、ビジネスゲーム

各班は、指導者が算出した販売実績をもとに

財務諸表を作成していく。


